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ベルトコンベヤーの１回転１回の長さ計測方法

ベルトの１箇所にマークを付け、 レーザ光線をマークに照射す

るだけで測定できます。 レーザ光の当る位置のどこか 1 ヶ所

にマークを付け （ペンキ等を塗るかテープ等を貼る） この場

所でマテリアルレベルが大きく変化する様にします。 このレベ

ル変化の中央付近をしきい値に設定すると、 内部で “0”， “1”

の測定ゲート信号が作られ、 ここから長さ測定を開始又は終

了させる事ができます。

(MODEL 2533 と MODEL 2521N のみ )

１ 回 転 １ 回 の 長 さ 測 定 で コ ス ト 軽

減！

日常的に使用する材料費のコストを

軽減する目的で、 使用しているベル

トコンベヤーの長さを測定し、

定期的に新品と交換する際適正な長

さで新品購入出来ることから、 長さ

ロスが無くなりコストの軽減が図れま

す。

( 以下に例を示します。 )

メモリ機能によるデータの保存

測定した速度 ・ 長さデータを最大 99 個までメモリ可能です。
さらに MODEL 2521 はアプリケー
ションソフトによりデータの取得がパソコンで行えます。

MODEL2533/MODEL2521
レーザ速度長さ計
・ バッテリー搭載ですので、 屋内は

もとより屋外での使用を可能にしまし

た。

・ キャリングケースに入れて、 何処へ

でも持ち運びが出来ます。

・ 使用するレーザセンサは小型軽量

で扱い易く、 焦点距離を３０ｃｍにし

た非接触型ですので測定の際、

回転しているベルトでも安心してご使

用頂けます。

 

 

MODEL2531A 【カタログ P41】

MODEL2533 【カタログ P50】

MODEL2521 【カタログ P40】 

MODEL2001 【カタログ P49】   
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本装置はノズルから噴出した水の速度を測定すること

ができます。

測定は簡単、 レーザビームの焦点をノズルから噴出す

る水流へと当てるだけです。

光学的測定ですので、 水流を乱したり負荷になったり

することはありません。

また水の中に金属フレークのような反射物を入れる必

要もありません。

本装置は噴流の速度だけでなく、 噴流に速度変動が

あった場合、 その速度変動も正確に測定することが可

能です。

本装置は専用のアプリケーションソフトを持ち、 より現

象をはっきりと見るために、 各種のフィルタリングや速

度変動の周波数解析を行うこともできます。

また、 リアルタイムのアナログ出力を持っておりますの

で、 オシロスコープや他のデータストレージへ簡単につ

なぐこともできます。

                    　　　　　MODEL2522 【カタログ P42】

緩衝材の性能評価で使用されている例を示します。

本器は、 2 チャンネル間の演算機能を持っているため、

入力された振動と、 緩衝材を通じて被検体に届いた振

動の両方を同時に計測して比較することが可能です。

こうすることにより、 単純なスイープ振動試験のみなら

ず、 外部からのインパクト入力や複雑なモードの振動

についても入力と出力の比較ができます。

レーザドップラ速度測定装置のセンサは光学的手法を

採っているため、 非検体に振動ピックアップや歪ゲージ

等を固定する必要がありません。 被測定物の素材に制

限がなく、 小さくて軽い被検体の運動を妨げることがあ

りませんから、 そのようなものでも正確な計測できると

いうことが、 従来の方法との大きな違いです。

　　　　　　　　　　　　　　　MODEL2502 【カタログ P39】
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　２４　水噴流速度測定

　２３　衝撃吸収量測定


